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歯肉溝溶出液中多形核白血球の機能低下

とFcγレセプター発現の関連
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歯周疾患の発症機構 を考 える場合,多形核 白血球

(PMN)の歯周病原田子に対する生体防御機構 としての

役割は重要である｡ PMNの磯能障害を伴 う全身疾患の

局所における一つの発現型 として,高度な歯周組織破壊

がみられた り,若年性歯周炎患者の末梢血(PB)-PMN

の走化能,貧食能が健常者と比較 して低下しているとの

報告が多数見 られ る｡-方, PMNは歯 肉溝惨 出液

(GCF)中の細胞成分の約90%を占め,歯肉滞中で最前線

の生体防御機構の役割を担 うと考えられる｡局所におけ

る歯周炎の発病 ･進行にPMNの機能がどの程度関連し

ているかを推測するためには,局所におけるPMNの動
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態や磯能に目を向ける必要がある｡

そのような観点から,歯周炎寝息患者からGCFを採

取し,GCF中PMNのFcγRを介した会食能を,IgGオ

ブソナイズした蛍光ビーズで分析し,さらに,その関連

レセプターである,Fcγレセプター(FcγR)-II,-ⅠⅠⅠ発

現をフローサイ トメーター(FACScan)にて解析したO更

に,FcγRmRNAレベルを解析し膜表面発現-の関与を

検討した｡具体的には,RT-PCR法を応用し,アガロー

スゲル電気泳動 した FcγRII,FcγRIIIのPCR産物を画

像解析にてβ-actinに対する比率として算出したo併せ

て,同一患者より採取 した PBについても同じ分析を行

い,対比検討した｡

その結果,1)GCF-PMN軒こおけるFcγRを介した貴食

能及びFcγRIII,FcγRII発現強度は,PB-PMNに比べ

て減少 していること 2)GCF-PMNの貧食率低下 と

FcγRIII,FcγRII発現変化 との間に,有意な相関が認め

られること 3)RT-PCR法の結果より,GCF-PMNの

FcγRIIImRNAレベルが PB-PMNに比べ有意に減少

していることが示された｡

以上 より,GCF-PMNの貧食能の低下はFcγRIII,ⅠⅠ

分子の発現低下に起因すること,特にFcγgRIII分子の

発現低下にはmRNAの発現レベルの減少が関与する可

能性が示唆された｡即ち,歯周炎局所において,FcγRIII

による免疫複合体の結合低下や FcγRIIに対するシグナ

ル伝達の低下が起こっていると考えられる｡

以上本研究は,歯周炎碍息患者のGCF-PMNの貧食
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図 1 Fcγレセプター発現と貧食能の相関分析

Ⅹ軸 :FcγR発現 ;GCF･PMNのPB-PMNの値に対する百分率(%)

Y軸 :貴食率 ;GCF-PMNのPB-PMNの値に対する百分率(o/.)

A:回帰直線 ;GCF/PB貧食率=0.547ⅩGCF/PBFcγRIII発現-3.968

B:回帰直線 ;GCF/PB貴食率=0.607XGCF/PBFcγRII発現-2.111

- 81-



82 新潟歯学会誌 28(1):1998

表 1 FcγRmRNA発現のβ-actinに対する相対値

SubjectNo. FcγRIII FcγRII

PB GCF PB GCF

1

2

3

4

5

84.96 79.81 6.86 11.01

45.66 39.14 8.91 5.13

94.04 54.39 43.79 30.95

181.90 94.57 6.49 2.94

128.84 59.37 7.83 3.32

Mean±SES 107.08±25.62 65.46±10.91* 14.77±8.12 10.67±5.89NS

辛:PB-PMNSとGCF-PMNsで有意差有 り｡p<0.05.

NS :PB-PMNSとGCF-PMNsで有意差無し｡p>0.05.

能が PB-PMNに比べ低下していることを明らかにし,

歯周炎局所での生体防御機構 を知 る上で,貴食関連

FcγRIII,ⅠⅠ発 現 強 度 の検 索 とGCF-PMNの FcγR

mRNA発現レベルの解析は,蛋白発現レベルの調節を

知る一助となり,この種の分子生物学的検索は,将来歯

周病の病態を診断する際の有用なマーカーとなる可能性

を示唆するものである｡
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